
ウイルスとは、病原体の一種で細菌よりもずっと小さく、電子顕微鏡でないとみえない大きさのもの
です。

細菌は自分で増えることができますが、ウイルスはほかの生物の中で増えて、結果、その生物は病気
を引き起こすようになります。細菌には抗菌薬が効きますが、ウイルスには効果がありません。

がん治療中は抗がん薬の副作用などで白血球が減少すると、ウイルスなどの感染のリスクが高まり
ます。通常のとき以上に注意が必要です。
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